


義
景
公
園
に

　
　

日
本
庭
園

　

義
景
公
園
に
日
本
庭
園
が
完
成
し
、
四
月
十
三
日
、
盛
大
に
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
な
か
観
光
ル
ー
ト
の
一
環
と
し
て
、
昨
年

の
十
一
月
に
着
工
。
総
工
費
二
千
百
六
十
四
万
円
を
か
け
、
休
憩
所
・

日
本
庭
園
・
ト
イ
レ
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
公
園
に
は
、
戦

国
の
武
将
朝
倉
義
景
公
の
墓
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
公
園
の
一
角
か

ら
は
、
こ
ん
こ
ん
と
清
水
が
わ
き
出
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
憩
い
の

場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

四匹團皿逮

廻掘蛋毬

漣詰回游1泗

m晰四まぜ四

休憩所「義景庵」

市長・市議会議長らがテープカット。

白
壁
が
ま
ぶ
し
い

　
　

日
吉
集
会
所
完
成

　

山
王
公
園
横
に
三
月
三
十
一

日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
‘
イ
ー
施
設
日
吉

集
会
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
市
立

の
集
会
所
と
し
て
は
十
六
番
目
に

な
り
ま
す
。
昨
年
の
十
こ
月
に
着

工
し
、
総
事
業
費
は
約
こ
千
こ
百

六
十
万
円
で
す
。

　

白
壁
の
蔵
を
思
わ
せ
る
集
会
所

は
、
木
造
平
屋
建
て
百
三
十
七
平

方
μ
で
、
こ
十
畳
敷
き
の
集
会
室

と
図
書
室
、
料
理
実
習
室
を
備
え

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
集
会
施
設
と

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
講
座
や
会
合

な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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一
1
1
－
I
優
雅
な
音
色
を
奏
で
る
水
琴
窟

水
琴
窟
の
仕
組
み

ちょっと一休みを

安
田
公
弱
よ
堅
蔵
参
政
賊
月
番
荷
竪
魏
苓

桂離宮風御影石が敷かれた朝倉義景公墓所

義景修景保存会長

石塚一男さん

　

義
景
公
園
が
整
備
さ
れ
て
、
り

っ
ぱ
な
日
本
庭
園
が
で
き
た
こ
と

を
、
地
元
民
一
同
感
謝
し
て
い
ま

す
。
桜
の
名
所
に
ふ
さ
わ
し
い
落

ち
つ
い
た
雰
囲
気
の
休
憩
所
や
水

琴
窟
の
音
色
は
、
訪
れ
た
人
の
心

を
和
ま
せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。
大
野
の
新
名
所
と
し
て
観
光

客
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
保
存
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

明治時代の町家風
元町会館も落成

　

市
内
の
散
策
ル
ー
ト
の
拠
点
元

町
会
館
が
、
四
月
二
十
七
日
落
成

し
ま
し
た
。
越
前
お
お
の
歴
史
の

路
整
備
事
業
の
一
つ
と
し
て
建
設

さ
れ
、
事
業
費
約
九
千
五
百
万
円
。

古
い
町
並
み
が
残
る
景
観
に
合
わ

せ
て
、
格
子
の
あ
る
明
治
時
代
の

町
家
風
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

名
水
の
町
に
ふ
さ
わ
し
く
、
入
り

口
横
に
は
昔
な
が
ら
の
手
押
し
ポ

ン
プ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
木
造
一
部
二
階
建
て
、

延
べ
三
百
六
十
平
方
μ
で
す
。
一

階
に
観
光
案
内
板
や
物
産
を
展
示

す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
休
憩
所
や
ト

イ
レ
、
四
十
八
畳
敷
き
の
大
広
間

が
あ
り
、
二
階
に
は
二
十
七
畳
敷

き
の
会
議
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

集
会
目
的
の
場
合
は
有
料
で
す

が
、
休
憩
施
設
は
無
料
で
す
の
で
、

ど
な
た
で
も
自
由
に
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
市
内
散
策
の
拠
点
と

し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

プ
ン

ポ
し

押
手



2
1
世
紀
と
高
齢
化
社
会
を
見
す
え

「
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
ま
と
ま
る

　

市
は
こ
の
ほ
ど
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
る
た
め
、
二
十
一
世
紀
ま
で
の
総
合
的
な

指
針
と
な
る
「
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
を
ま
と
め

ま
し
た
。
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

四
人
に
一
人
が

　
　

六
十
五
歳
以
上
に

　

わ
が
国
は
今
、
世
界
の
ど
の
国

も
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
人
目
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の
初

め
に
は
国
民
の
四
人
に
一
人
が
六

十
五
歳
以
土
と
い
う
「
超
高
齢
化

社
会
」
に
な
る
と
f
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
急
激
な
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
国
で
は
平
成
元
年
に

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
推
進
十
ヵ

年
計
画
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）
を

発
表
し
た
ほ
か
、
平
成
二
年
に
は

老
人
保
健
福
祉
法
な
ど
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

　

市
の
計
画
は
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン

の
市
町
村
版
で
、
平
成
十
一
年
度

を
目
標
年
次
と
し
て
い
ま
す
。
高

齢
化
社
会
に
対
す
る
几
ハ
休
的
な
施

策
の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
も
が
受
け
ら
れ
る
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

表1人口に占める高齢者（65歳以上）の割合



国
・
県
を
上
回
る
勢
い

　

ま
ず
は
表
1
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
市
の
人
口
に
占
め
る
六
十
五

歳
以
上
の
割
合
は
、
国
や
県
平
均

を
上
回
る
勢
い
で
増
え
続
け
て
い

ま
す
。

　

市
の
予
測
で
は
、
平
成
七
年
に

高
齢
化
率
は
二
十
％
を
超
え
、
十

二
年
に
は
二
十
三
・
四
％
に
達
し

ま
す
。
若
年
層
の
流
出
や
少
子
化

に
よ
り
、
全
体
の
人
口
は
減
少
傾

向
に
あ
り
な
が
ら
、
逆
に
高
齢
者

は
増
え
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
急
テ
ン
ポ
で
進
む
高

齢
化
に
伴
い
、
保
健
や
福
祉
面
な

ど
で
い
ろ
い
ろ
な
課
題
も
生
じ
て

い
ま
す
。

表2急増が予想される要援護の高齢者

　

表
2
は
、
平
成
五
年
度
に
行
っ

た
寝
た
き
り
や
独
り
暮
ら
し
な
ど

の
実
態
調
査
結
果
と
十
一
年
度
の

予
測
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
が
増
え
れ
ば
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
体
の
具
合
の
悪
い
人

や
何
ら
か
の
お
世
話
を
必
要
と
す

る
人
も
増
え
て
き
ま
す
。
こ
う
い

う
人
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
し
て
お

世
話
し
、
支
援
し
て
い
く
か
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

゛5iイサービスでの入浴

施
設
を
整
備
し

　
　

サ
ー
ビ
ス
も
拡
充

　

計
画
の
基
本
方
針
は
、
次
の
四

つ
で
す
。

　

①
老
人
保
健
福
祉
施
設
の
定
員

　

増
と
中
間
施
設
の
整
備

　

②
在
宅
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　

メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充

　

③
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
寝
た

　

き
り
の
防
止

　

④
自
立
生
活
の
援
助
と
地
域
福

　

祉
の
推
進

　

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
対
策
費

は
、
六
年
度
当
初
予
算
で
約
五
億

七
千
万
円
。
十
一
年
度
に
は
約
ト

億
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

　

【
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
】

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
・
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
ー
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

在
宅
福
祉
三
本
柱
の
拡
充
に
努
め

ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
現
在
十
六

人
お
り
、
約
六
十
世
帯
に

派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
計
画
的
に
増
員
す
る

と
と
も
に
、
早
朝
や
休
日

な
ど
に
も
対
応
で
き
る
体

制
づ
く
り
と
内
容
の
充
実

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

寝
た
き
り
や
体
の
弱
い

人
に
対
し
て
は
、
訪
問
な

ど
に
よ
る
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
お
り
、
現
在

約
二
百
二
十
人
が
登
録
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
四

ヵ
所
に
増
や
し
、
利
用
者

増
に
備
え
ま
す
。

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
は
、
家
庭
の

事
情
な
ど
で
一
時
的
に
介
護
で
き

な
い
と
き
に
、
短
期
間
老
人
ホ
ー

ム
で
受
け
入
れ
る
制
度
で
す
。
四

年
度
実
績
で
六
百
三
十
日
（
延
べ

二
百
三
十
六
人
）
の
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
は
ホ
ー
ム
ケ
ア
事

業
や
夜
間
の
み
の
受
け
入
れ
な
ど

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
・

給
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
加
え
、
介

護
者
の
支
援
事
業
も
進
め
ま
す
。

【
老
人
保
健
サ
ー
ビ
ス
】

　

保
健
婦
・
看
護
婦
・
栄
養
士
な

ど
の
計
画
的
増
員
を
進
め
、
専
任

の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
訪
問
指
導
を

拡
充
し
ま
す
。

　

健
康
診
査
の
受
診
率
向
土
・
健

康
相
談
・
機
能
回
復
訓
練
の
充
実

を
進
め
、
健
康
づ
く
り
と
寝
た
き

り
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

　

【
施
設
福
祉
サ
ー
ビ
ス
】

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
ィ
ベ
ッ
ド
の
適
正
整
備

に
努
め
ま
す
。

　

市
街
地
中
心
部
に
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
機
能
を
備
え
た
総
合
的
な
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
区
単
位
で
老
人
憩

い
の
家
を
設
置
す
る
ほ
か
、
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
併
設
し
て

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
二
力

所
）
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
設
置
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
施
策
】

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
や
生
涯
学
習

活
動
、
健
康
づ
く
り
運
動
な
ど
を

一
層
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
高
齢

者
や
障
害
者
が
住
み
や
す
い
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
役
割
は

　
　
　
　
　
　

ま
す
ま
す
重
要
に



乳
幼
児
医
療

申
請
手
続
き
は
お
早
め
に

対
象
か
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
六
年
四
月
か
ら
、
乳
幼
児

医
療
費
助
成
事
業
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
三
歳
に
満
た
な
い
乳
幼
児

に
か
か
る
保
険
対
象
診
療
費
の
本

人
負
担
分
を
、
助
成
し
ま
す
。

　

平
成
三
年
四
月
こ
日
以
降
に
生

ま
れ
た
乳
幼
児
が
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
福
祉
事
務
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
乳
児
医
療
の
受
給
資
格

の
あ
る
方
も
、
新
た
に
乳
幼
児
医

療
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

医
療
費
助
成
の
受
け
方

医
療
費
の
助
成
は
、
病
院
の
窓

口
で
受
診
料
を
支
払
っ
た
後
、
乳

幼
児
医
療
費
交
付
申
請
書
を
福
祉

事
務
所
に
提
出
す
れ
ば
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

申
請
書
は
、
①
一
ヵ
月
単
位
②

医
療
機
関
別
③
入
院
・
外
来
に
、

分
け
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

主な改正点

事項 改正前 改正後

対象

期間

満一歳の誕

生日の属す

る月まで

満三歳の誕

生日の属す

る月まで

所得制限 有 無

そ
の
ほ
か
の
医
療
費
助
成

◆
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成

　

満
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
母
子
・
父
子
家
庭
の
医

療
費
を
助
成
し
ま
す
。
（
所
得
制

限
有
り
）

◆
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　
　

一
上
二
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

や
A
～
B
I
の
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
方
の
、
保
険
診
療
負
担
金

　

（
老
人
医
療
一
部
負
担
金
も
含
む
）

を
助
成
し
ま
す
。
（
所
得
制
限
有
り
）

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所

　
　

（
酋
6
6
・
1
1
1
1
）

ご
存
じ
で
す
か

　
　
　
　

福
祉
手
当

★
特
別
児
童
福
祉
手
当

　

満
二
十
歳
未
満
で
、
中
程
度

以
上
の
障
害
を
も
つ
児
童
の
扶

養
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
障
害
児
福
祉
手
当

　

満
こ
十
歳
未
満
の
I
・
こ
級

の
身
体
障
害
者
ま
た
は
療
育
手

帳
A
I
の
重
度
障
害
児
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
（
特
別
児
童
扶
養

手
当
と
の
併
給
可
）

★
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
福

　

祉
手
当

　

身
体
障
害
三
級
以
上
の
重
症

心
身
障
害
児
・
身
体
障
害
二
級

以
上
の
障
害
児
・
I
Q
三
十
五

以
下
の
児
童
（
者
）
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
（
年
金
・
ほ
か
の
手
当

と
の
併
給
不
可
）

★
児
童
扶
養
手
当

　

父
親
の
い
な
い
家
庭
の
児
童

や
、
父
親
が
身
体
障
害
一
級
程

度
の
障
害
を
持
つ
家
庭
の
児
童

を
養
育
す
る
母
親
ま
た
は
養
育

者
に
、
児
童
が
満
十
八
歳
に
な

る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
母
子
家
庭
修
学
助
成

　

児
童
が
満
十
八
歳
に
達
し
た

こ
と
に
よ
り
、
児
童
扶
養
手
当

が
消
滅
し
た
家
庭
の
う
ち
、
児

童
が
高
校
に
在
学
中
の
場
合
に

卒
業
ま
で
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
（
遺
族
年
金
受
給
者
を
含

む
）

エキサイティング

スポーツ

情X報

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

5
月
2
8
日
酋
に
プ
ー
ル
開
き

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー

ル
は
、
五
月
二
十
八
日
①
か
ら
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
五
・
六
月
の
う

ち
で
、
気
温
の
低
い
日
は
閉
鎖
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

利
用
期
間
5
月
2
8
日
か
ら
9
月

　

末
日
ま
で
（
月
曜
日
と
9
月
1
6

　

・
2
4
日
は
休
館
）

利
用
時
間
午
前
＝
9
時
～
1
2
時

　

午
後
＝
1
時
～
5
時
夜
間
＝

　

6
時
～
9
時

利
用
料
▼
中
学
生
以
下
午
前
・

午
後
＝
5
0
円
夜
間
＝
1
0
0

円
▼
高
校
生
・
一
般
午
前

＝
1
0
0
円
午
後
＝
l
r
a
o

円
夜
間
＝
2
0
0
円

●
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

　
　
　

テ
ニ
ス
大
会

日
時
5
月
1
5
日
⑧
開
会
式

　

＝
午
前
8
時
4
5
分

会
場
明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

　

ト
種
目
ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
・
女

　

子
）

参
加
資
格
大
野
市
民
ま
た
は

　

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る

　

人
で
初
心
者
・
初
級
者

参
加
料
1
組
1
0
0
0
円

申
込
先
5
月
9
日
⑥
ま
で
に

　

ア
ユ
ミ
通
信
へ
電
話
（
容
6
6
・

　

0
5
5
5
月
～
金
の
午
前

　

9
時
～
午
後
5
時
の
間
）

●
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時
5
月
2
9
日
⑨
開
会
式

　

午
前
8
時
3
0
分

会
場
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
テ

　

ニ
ス
コ
ー
ト

種
目
ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
・
女

　

子
）

参
加
資
格
大
野
市
民
ま
た
は

　

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る

　

人
参
加
料
1
組
1
0
0
0
円

申
込
先
5
月
2
0
日
面
ま
で
に

　

酒
井
商
事
春
日
S
・
S
へ
電

　

話
（
豊
6
6
・
3
2
1
2
月

　

～
金
の
午
前
9
時
～
午
後
5

　

時
の
間
）



　
　
　
　
　
　

ご
二
一
一
－
－
″
j

1
二
三
三
一
J
I

　

市
は
四
月
一
日
付
け
で
、
総
数
百
九
人
の
人
事
異
動
を

発
令
。
新
採
用
職
員
は
十
一
人
で
、
退
職
者
の
補
充
と
会

計
課
・
建
設
課
・
用
地
対
策
課
・
大
野
勝
山
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
の
拡
充
に
対
応
し
ま
す
。
内
訳
は
、
課
長
級

八
人
、
課
長
補
佐
級
十
二
人
、
係
長
級
十
四
人
、
主
査
級

二
十
八
人
、
一
般
職
三
十
三
人
、
業
務
職
ハ
人
で
す
。

課
長
級

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
課
長
・
山

川
奥
久
（
社
会
教
育
課
長
）
▼
農

務
課
長
・
川
端
正
毅
（
総
務
課
課

長
補
佐
）
▼
林
務
課
長
・
北
山
孝

雄
（
中
部
縦
貫
道
対
策
室
長
）
▼

建
設
課
長
・
駒
原
武
夫
（
林
務
課

長
）
▼
中
部
縦
貫
道
対
策
室
長
・

山
田
晃
（
税
務
課
課
長
補
佐
）

　

【
教
育
委
員
会
】
▼
庶
務
課
長
・

稲
葉
一
夫
（
体
育
課
長
）
▼
社
会

教
育
課
長
・
平
鍋
金
一
（
同
課
課

長
補
佐
）
▼
楠
新
一
郎
（
税
務
課

課
長
補
佐
）

課
長
補
佐
級

　

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
課
課
長
補

佐
・
廣
瀬
円
信
（
清
掃
事
務
所
次

長
）
▼
税
務
課
課
長
補
佐
（
市
民

税
・
資
産
税
担
当
）
・
飯
山
靖
二

　

（
農
務
課
農
業
振
興
係
長
）
▼
税

務
課
課
長
補
佐
（
収
税
担
当
）
・

篠
原
孝
康
（
体
育
課
体
育
係
長
）

▼
市
民
課
課
長
補
佐
（
市
民
担
当
）

・
山
村
郁
子
（
阪
谷
公
民
館
係
長
）

▼
清
掃
事
務
所
次
長
・
川
縁
俊
一

（
多
田
記
念
大
野
有
終
会
館
係
長
）

▼
林
務
課
課
長
補
佐
王
務
担
当
）

・
羽
生
達
夫
（
同
課
工
務
係
長
）

▼
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
（
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
担
当
）
・
堂

本
さ
だ
子
（
市
民
課
課
長
補
佐
）

▼
用
地
対
策
課
課
長
補
佐
・
宮
西

弘
司
（
水
道
課
課
長
補
佐
）

　

「
教
育
委
員
会
」
▼
学
校
教
育
課

課
長
補
佐
・
竹
田
由
紀
子
（
農
業

委
員
会
事
務
局
次
長
）
▼
社
会
教

補
佐
）

　

【
農
業
委
員
会
】
▼
次
長
・
長
谷

川
絹
子
（
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
）

係
長
級

　

【
市
長
部
局
】
▼
秘
書
広
報
課
広

報
広
聴
係
長
・
江
波
庄
進
（
企
画

開
発
課
主
査
）
▼
多
田
記
念
大
野

有
終
会
館
係
長
・
佐
々
木
清
一

　

（
清
掃
事
務
所
主
査
）
▼
企
画
開

発
課
総
合
保
養
地
対
策
係
長
・
石

田
光
義
（
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
長
）
▼
財
政
課
管
財
係
長
・
羽

田
年
也
（
総
務
課
主
査
）
▼
税
務

課
収
税
係
長
・
岸
山
厚
（
福
祉
事

務
所
福
祉
係
長
）
▼
市
民
課
年
金

係
長
・
福
田
敏
子
（
企
画
開
発
課

主
査
）
▼
福
祉
事
務
所
福
祉
係
長

・
小
倉
敬
一
（
税
務
課
主
査
）
▼

農
務
課
農
業
振
興
係
長
・
藤
森
勉

　

（
建
設
課
管
理
建
築
係
長
）
▼
林

務
課
工
務
係
長
・
嶋
田
康
博
（
水

道
課
業
務
係
長
）
▼
建
設
課
管
理

建
築
係
長
兼
中
部
縦
貫
道
対
策
係

長
・
篠
田
守
一
（
農
務
課
主
査
）

　

【
教
育
委
員
会
】
▼
体
育
課
体
育

係
長
・
川
端
雅
夫
（
社
会
教
育
課

主
査
）
▼
下
庄
公
民
館
係
長
・
藤

田
洋
子
（
監
査
委
員
事
務
局
係
長
）

▼
阪
谷
公
民
館
係
長
・
大
倉
美
代

子
（
市
民
課
主
査
）

【
水
道
部
】
▼
水
道
課
業
務
係
長

・
松
田
安
雄
（
同
課
主
査
）

主
査
級

　

【
市
長
部
局
】
▼
企
画
開
発
課
主

査
・
小
林
育
子
（
市
民
課
主
査
）

▼
市
民
課
主
査
・
岸
山
静
江
（
保

健
衛
生
課
主
査
）
▼
市
民
課
主
査

・
坂
井
八
千
代
（
生
活
環
境
課
主

事
）
▼
生
活
環
境
課
主
任
保
母
・

安
田
江
美
子
（
北
部
保
育
園
主
任

保
母
）
▼
清
掃
事
務
所
主
査
・
山

村
英
幸
（
市
民
会
館
技
師
）
▼
清

掃
事
務
所
主
査
・
清
水
啓
司
（
下

水
道
課
主
事
）
▼
福
祉
事
務
所
主

査
・
前
田
伸
治
（
税
務
課
主
事
）

▼
北
部
保
育
園
主
任
保
母
・
清
水

真
寿
美
（
生
活
環
境
課
主
任
保
母
）

▼
北
部
保
育
園
主
任
保
母
・
佐
々

木
保
子
（
あ
か
ね
保
育
園
保
母
）

▼
あ
か
ね
保
育
園
主
任
保
母
・
南

居
光
枝
（
春
日
保
育
園
主
任
保
母
）

▼
建
設
課
主
査
・
佐
子
重
夫
（
林

務
課
主
査
）
▼
企
画
開
発
課
主
査

・
中
村
吉
孝
（
同
課
主
事
）
▼
生

活
環
境
課
主
査
・
米
津
源
一
（
同

課
主
事
）
▼
保
健
衛
生
課
主
任
保

健
婦
・
山
吉
尚
美
（
同
課
保
健
婦
）

▼
義
景
保
育
園
主
任
保
母
・
広
瀬

公
子
（
同
園
保
母
）
▼
春
日
保
育

園
主
任
保
母
・
松
田
道
子
（
同
園

保
母
）
▼
農
務
課
主
査
・
川
端
秀

和
（
同
課
主
事
）
▼
建
設
課
主
査
・

阿
部
継
一
（
同
課
技
師
）
▼
建
設

課
主
査
・
朝
日
俊
雄
（
同
課
技
師
）

▼
建
設
課
主
査
・
松
本
邦
章
（
同

課
主
事
）
▼
用
地
対
策
課
主
査
・

岸
田
尚
悟
（
同
課
主
事
）

　

【
教
育
委
員
会
】
▼
社
会
教
育
課

主
査
・
加
藤
正
幸
（
都
市
計
画
課

主
事
）
▼
下
庄
公
民
館
主
査
・
畑

中
六
太
郎
（
商
工
観
光
課
主
事
）

▼
上
庄
公
民
館
主
査
・
山
田
靖
子

　

（
同
館
主
事
）
▼
図
書
館
主
任
司

書
・
山
村
和
美
（
同
館
司
書
）
▼

図
書
館
主
任
司
書
・
岸
田
り
え
子

　

（
同
館
司
書
）

【
水
道
部
】
▼
水
道
課
主
査
・
清

水
悦
朗
（
同
課
技
師
）

　

【
監
査
委
員
事
務
局
】
▼
事
務
局

主
査
・
渾
田
み
ち
代
（
下
庄
公
民

館
主
査
）

嘱
託
職
員
（
新
任
）

　

【
市
長
部
局
】
▼
市
民
会
館
長
・

谷
内
俊
英
▼
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

・
松
田
八
重
子

【
教
育
委
員
会
】
▼
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
総
合
体
育
施
設
所
長
・
土
蔵

是
武
▼
郷
土
歴
史
館
長
・
山
田
浩

一
▼
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
館
長

・
泉
都
敏

退
職
者
（
3
月
3
1
日
付
け
）

　

【
一
般
職
】
▼
土
蔵
是
武
（
総
務

課
長
）
▼
中
村
武
臣
（
農
務
課
長
）

▼
谷
内
俊
英
（
建
設
課
長
）
▼
尾

崎
庄
一
（
教
育
委
員
会
庶
務
課
長
）

▼
松
田
八
重
子
（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
課
長
補
佐
）

　

【
業
務
職
】
▼
玉
木
達
夫
（
清
掃

事
務
所
）
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予防接種とワクチン

伝
染
病
の
感
染
を
防
ぐ

病
気
に
か
か
ら
な
い
体
づ
く
り

　

予
防
接
種
は
、
天
然
痘
の
根
絶
を
は
じ
め
ポ
リ
オ
大
流

行
の
防
止
な
ど
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
現
在
は
感
染

症
の
発
生
が
少
な
く
な
り
、
伝
染
病
に
か
か
ら
な
い
た
め

の
一
つ
の
手
段
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
定

期
予
防
接
種
は
、
説
明
や
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
、
健

康
状
態
の
良
い
と
き
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
こ
十
三
年
、
「
疾
病
の
蔓

延
を
防
止
す
る
」
こ
と
を
目
的
に

予
防
接
種
法
が
制
定
さ
れ
、
接
種

は
義
務
と
し
て
推
進
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
天
然
痘
の
根
絶

を
は
じ
め
ポ
リ
オ
大
流
行
の
防
止

な
ど
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
は
公
衆
衛
生
・

医
療
水
準
・
生
活
水
準
の
向
上
に

よ
っ
て
、
感
染
症
の
発
生
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
予

防
接
種
の
認
識
や
考
え
方
が
、
個

人
防
御
＝
病
気
に
か
か
ら
な
い
体

づ
く
り
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
予
防
接
種
を

　

衛
生
状
態
が
良
く
な
っ
て
も
、

細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
は

防
げ
ま
せ
ん
。
医
療
が
進
歩
し
て

も
ウ
ィ
ル
ス
の
特
効
薬
は
あ
り
ま

せ
ん
。
予
防
接
種
は
、
合
併
症
を

起
こ
し
た
り
後
遺
症
を
残
し
た
り

す
る
、
恐
ろ
し
い
伝
染
病
に
か
か

ら
な
い
体
づ
く
り
の
一
つ
の
手
段

と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

り
飲
ま
せ
た
り
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類

　

ワ
ク
チ
ン
は
、
作
り
方
や
効
き

め
の
で
か
た
な
ど
か
ら
大
き
く
三

つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

★
弱
毒
性
生
ワ
ク
チ
ン

　

病
原
性
を
弱
め
た
ウ
ィ
ル
ス
や

細
菌
を
生
き
た
ま
ま
使
い
、
そ
の

病
気
に
軽
く
か
か
ら
せ
て
免
疫
を

作
ら
せ
る
も
の
。
十
分
な
免
疫
を

作
る
に
は
I
～
こ
力
月
か
か
る
が

免
疫
の
強
さ
は
自
然
感
染
と
同
様

に
長
続
き
す
る
。

　

▼
B
C
G
・
は
し
か
な
ど

★
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

　

大
量
に
培
養
さ
れ
た
細
菌
の
菌

体
や
ウ
ィ
ル
ス
の
粒
子
な
ど
を
集

め
加
熱
、
薬
剤
処
理
な
ど
で
病
原

体
の
生
活
力
を
失
わ
せ
た
も
の
。

何
回
か
接
種
し
た
り
、
数
年
に
一

度
は
追
加
し
て
免
疫
を
作
る
。

　

▼
百
日
咳
・
日
本
脳
炎
な
ど

★
ト
キ
ソ
イ
ド

　

細
菌
が
出
す
毒
素
を
集
め
毒
性

を
弱
め
た
も
の
。
余
分
な
成
分
が

除
か
れ
て
い
る
の
で
安
全
性
が
高

い
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
と
同
じ
く

数
回
、
追
加
接
種
が
必
要
。

　

▼
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
な
ど

接
種
時
の
注
意

　

病
気
に
か
か
り
や
す
い
年
齢
、

流
行
の
状
態
な
ど
か
ら
接
種
が
必

要
な
定
期
予
防
接
種
は
、
市
か
ら

ご
案
内
し
ま
す
。
注
意
事
項
な
ど

を
よ
く
読
ん
で
、
健
康
状
態
の
良

い
と
き
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。
小

さ
い
子
供
さ
ん
の
予
防
接
種
に
は
、

日
ご
ろ
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（容65－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
ス

迷惑なダイレクトメール

「受取拒絶」と差出人に返送を

　

個人情報を大切に

　

近
ご
ろ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
頻
繁
に
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
簡
単
に
捨
て
た
り
す
る
と
、
思
わ
ぬ
被
害
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
受
け
取
り
た
く
な
い
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
は
、
差
出
人
に
返
送
し
た
り
、
文
書
で
申
し
入
れ

す
る
な
ど
し
て
は
っ
き
り
断
っ
て
く
だ
さ
い
。
日
ご
ろ
か

ら
個
人
情
報
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　

頼
ん
で
も
い
な
い
の
に
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
が
届
い
た
り
し
て
、

不
愉
快
な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。
必
要
の
な
い
、

受
け
取
り
た
く
な
い
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
の
上
手
な
断
り
方
を
紹
介

し
ま
す
。

「
受
取
拒
絶
L

　
　

と
書
き
差
出
人
に

　

一
番
簡
単
な
方
法
は
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
を
差
出
人
に
戻
す
こ

と
で
す
。
こ
の
方
法
は
、
別
の
紙

に
赤
字
で
「
受
取
拒
絶
」
と
目
立

つ
よ
う
に
書
き
、
そ
の
下
に
本
人
、

ま
た
は
、
代
理
人
の
押
印
か
サ
イ

ン
を
し
て
、
封
筒
の
表
に
は
っ
て

投
函
し
ま
す
。

M
P
S
制
度
の
利
用

　

次
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
日

本
通
信
販
売
協
会
が
実
施
し
て
い

る
「
M
P
S
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

利
用
方
法
は
、
は
が
き
に
M
P
S

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
と
、
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書
き
、
協

会
に
通
知
し
ま
す
。
は
が
き
が
協

会
に
届
く
と
、
協
会
に
所
属
し
て

い
る
会
社
の
顧
客
名
簿
か
ら
削
除

さ
れ
、
新
た
に
通
信
販
売
の
申
し

込
み
を
し
な
い
限
り
、
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
く
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

文
書
で
申
し
入
れ
を

　

し
か
し
、
M
P
S
制
度
は
、
日

本
通
信
販
売
協
会
の
加
盟
業
者
だ

け
に
有
効
で
あ
っ
て
、
ほ
か
の
業

者
か
ら
の
も
の
は
止
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
場
合
に

は
面
倒
で
も
業
者
に
、
「
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
を
中
止
し
て
く
だ
さ

い
」
と
、
申
し
入
れ
ふ
と
よ
い
で

個
人
情
報
は
大
切
に

　

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
知
ら
な

い
会
社
か
ら
届
く
と
い
う
こ
と
は
、

名
前
や
住
所
・
年
齢
な
ど
の
個
人

情
報
が
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ

で
独
り
歩
き
を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
「
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
な
ん
か
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
れ
ば
い

い
じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど
と
軽
く
考

え
て
い
る
と
、
思
わ
ぬ
被
害
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら

個
人
情
報
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
お
き
、
気
軽
に
個
人
情
報
を
提

供
し
な
い
よ
う
、
自
衛
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

MPS制度

　

（MailPreferenceService）

　

消費者のプライバシー保護の制度で、

通信販売のダイレクトメールを送って

ほしくない場合に利用する制嵐

ダイレクトメール

　

業者が直接消費者に郵送する広告・

印刷物のこと。DMともいう。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ・豊6H111内線463（1諮問
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こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

　　

かわいいね
（埴安姫神社里神楽）

＜る一ぶ登場 婦人ボランティアグループ

　　

パッチワーク

は
ぎ
れ
を
見
事
に
再
生

　

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　

「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」
は
、
市
教
育

委
員
会
の
呼
び
か
け
で
昨
年
四
月

に
発
足
し
ま
し
た
。

　

三
十
代
か
ら
五
十
代
ま
で
の
主

婦
十
人
が
参
加
。
毎
月
第
丁
こ
・

三
金
曜
日
の
午
後
、
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
に
巣
ま
り
、
長
谷
川
順
子

さ
ん
（
木
本
）
の
指
導
を
受
け
て

腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。
参
加
の
き
っ

か
け
は
「
以
前
か
ら
関
心
が
あ
っ

た
か
ら
」
「
ぼ
け
防
止
に
な
る
か

ら
」
と
、
い
ろ
い
ろ
で
す
。

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
は
、
不
用
と

な
っ
た
布
の
切
れ
端
を
活
用
し
て

縫
い
合
わ
せ
た
作
品
の
こ
と
で
す
。

作
業
は
製
図
一
型
紙
か
ら
始
め
、

布
の
裁
断
・
縫
い
合
わ
せ
へ
と
進

み
ま
す
。
鍋
つ
か
み
な
ど
の
小
物

か
ら
、
壁
掛
け
な
ど
の
大
型
の
も

の
ま
で
何
で
も
で
き
ま
す
。
「
細

か
い
手
作
業
で
す
が
、
は
ぎ
れ
が

自
分
の
思
い
ど
お
り
に
仕
上
が
っ

て
い
く
の
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
」

と
、
皆
さ
ん
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

昨
年
の
市
文
化
祭
に
出
展
し
た
ほ

か
、
市
図
書
館
主
催
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
手
作
り
の
ク
マ
の
ぬ
い

ぐ
る
み
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

　
　

「
同
じ
材
料
で
も
、
作

る
人
に
よ
っ
て
全
然
違
っ

た
も
の
に
な
る
の
は
面
白

い
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
の

一
年
間
は
技
術
取
得
に
重

点
を
お
い
て
き
た
の
で
、

今
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
ど
う
か
か
わ
っ
て
い

く
か
を
話
し
合
っ
て
い
ま

す
」
と
、
代
表
の
深
井
和

子
さ
ん
（
友
江
）
は
語
り

ま
す
。

　

当
面
は
、
作
品
を
元
町

会
館
や
御
清
水
会
館
な
ど

の
公
共
施
設
に
寄
付
し
た

り
、
簡
単
な
小
物
類
は
、
子
ど
も

会
や
お
年
寄
り
な
ど
に
教
え
て
い

き
た
い
と
、
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
豊
6
6
・

1
1
1
1
内
線
5
4
5
）
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

．いヽヴン＿、－・……

ふ
る
さ
と
大
野
で

　

社
会
に
貢
献
し
ま
す

　

今
春
、
名
古
屋
の
学
校
を
卒

業
し
て
市
内
の
金
融
機
関
に
就

職
し
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
法

律
を
専
門
に
勉
強
し
ま
し
た
が
、

都
会
の
空
気
と
水
が
肌
に
合
わ

ず
、
い
つ
も
、
大
野
に
帰
っ
て

就
職
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。

　

農
家
の
長
男
と
し
て
先
祖
代
々

の
財
産
を
守
る
と
い
う
責
任
も
あ

り
ま
す
。
希
望
ど
お
り
人
情
豊
か

で
自
然
環
境
の
す
ば
ら
し
い
ふ
る

さ
と
に
、
就
職
で
き
た
こ
と
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

新
社
会
人
と
し
て
勤
め
始
め
て

か
ら
わ
ず
か
の
日
数
し
か
た
っ
て

い
ま
せ
ん
。
毎
日
が
、
緊
張
と
戸

惑
い
の
連
続
で
す
。
幸
い
な
こ
と

に
職
場
の
土
司
や
先
輩
は
優
し
い

人
ば
か
り
で
、
何
で
も
親
切
に
教

え
て
く
れ
ま
す
。
今
は
仕
事
を
覚

え
る
だ
け
で
手
い
っ
ぱ
い
で
す
。

一
日
で
も
早
く
皆
さ
ん
の
お
役
に

た
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

仕
事
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ

に
も
全
力
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

職
場
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
り

ま
す
が
、
や
る
か
ら
に
は
「
エ
ー

ス
で
4
番
」
を
目
指
し
ま
す
。
地

区
の
青
年
活
動
に
も
参
加
し
て
活

力
あ
る
村
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
規
学
卒
者
就
職

激
励
会
で
、
市
長
さ

ん
や
来
賓
の
方
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
激

励
の
言
葉
を
大
切
に

し
て
、
職
場
で
努
力

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
大
野
市

の
発
展
に
微
力
な
が

ら
貢
献
で
き
る
よ
う

努
め
た
い
と
決
心
し

て
い
ま
す
。

廣瀬智己さん

　

（22歳・森政領家）



私4，ベノ・｀Cこ，そ

犬
の
飼
い
主
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

Q

　

最
近
、
犬
の
放
し

飼
い
な
ど
の
マ
ナ
ー

違
反
が
目
立
ち
、
大

変
迷
惑
し
て
い
ま
す
。
特
に
小
学

生
の
私
の
子
供
は
犬
が
怖
く
て
、

先
日
も
追
い
か
け
ら
れ
た
と
言
っ

て
い
ま
す
。

　

散
歩
に
近
く
の
公
園
へ
行
っ
て

も
、
ち
ゃ
ん
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
っ

て
犬
を
連
れ
て
歩
い
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
き
ち
ん
と
フ
ン
の
後
始

末
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
、
ご

本
人
の
良
識
が
う
か
が
え
、
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
部
の
人
で
す
が
、

平
気
で
芝
生
の
上
に
フ
ン
を
置
き

去
り
に
し
て
い
る
の
を
見
か
け
ま

す
。
後
か
ら
利
用
す
る
人
の
身
に

な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

厳
し
い
言
い
方
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
マ
ナ
ー
を
守
れ
な
い
人
に

ペ
ッ
ト
を
飼
う
資
格
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
行
政
も
指
導
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
希
望
）

A

　

市
内
の
愛
犬
家

は
年
々
増
え
て
お

り
、
平
成
5
年
度

で
約
千
二
百
五
十
匹
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
の
人
類
の

友
人
で
あ
り
、
飼
い
主
に
忠
実
で

賢
い
犬
は
、
愛
玩
動
物
と
し
て
最

も
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ご
指
摘
の
あ
っ
た
飼
い
主
の
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
で
す
が
、
保
健
所

や
市
に
も
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
犬
の
登
録
や
狂
犬
病
予
防

注
射
の
際
に
は
、
い
つ
も
飼
い
主

と
し
て
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

る
よ
う
強
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
一
部
の
人

で
す
か
、
ま
だ
徹
底
さ
れ
て
い
な

い
の
が
実
情
で
す
。

　

特
に
犬
の
放
し
飼
い
は
法
律
で

禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
処
罰
対
象
に

な
り
ま
す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん
に

は
、
自
覚
と
責
任
あ
る
行
動
を
切

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

（
保
健
衛
生
課
長
土
橋
喜
代
志
）

参席特噛

手
話
は
心
と
心
の
語
り
合
い

長
谷
川
直
美
さ
ん
（
2
5
歳
・
本
町
）

　

長
谷
川
さ
ん
が
手
話
を
覚
え
た

の
は
、
大
野
に
就
職
し
て
か
ら
だ

そ
う
で
す
。
学
生
時
代
か
ら
福
祉

に
興
味
を
持
ち
、
障
害
者
の
方
と

ス
ム
ー
ズ
に
意
志
の
疎
通
を
図
り

た
い
と
始
め
ま
し
た
。
な
か
な
か

覚
え
ら
れ
ず
に
苦
労
を
し
ま
し
た

が
、
自
分
の
手
話
が
初
め
て
通
じ

た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　

今
は
、
八
月
二
十
日
①
に
勝
山

教
育
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
る

　

「
奥
越
手
話
ま
つ
り
」
に
、
全
力

を
注
い
で
い
ま
す
。
こ
の
ま
つ
り

は
、
奥
越
で
手
話
講
習
会
が
開
催

さ
れ
て
満
二
十
年
を
記
念
し
て
行

わ
れ
、
講
演
会
、
手
話
を
勉
強
し

て
い
る
生
徒
に
よ
る
手
話
コ
ー
ラ

ス
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

手
話
に
か
か
わ
っ
て
い
る
人
だ

け
で
な
く
、
一
般
の
参
加
も
歓
迎

だ
そ
う
で
す
。
会
場
に
来
た
す
べ

て
の
人
が
楽
し
め
、
聴
覚
障
害
者

に
つ
い
て
少
し
で
も
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
実
行
委
員

会
一
同
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
、
「
手
話
は
、

心
と
心
の
語
り
合
い
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
手
話
普
及
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
、

明
る
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

「
奥
越
手
話
ま
つ
り
」
に
つ
い

て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
長
谷

川
さ
ん
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

豊
6
5
・
8
7
7
3
）
ま
で
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
電
話
番

号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
住
所
・

氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
―
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

ざ
知
ら
t

●
中
国
語
を

　
　
　

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

初
級
者
向
け
の
中
国
語
会
話

を
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
6
月
～
1
1
1
－
H
月
の
毎
月
第

　

1
・
2
・
3
木
曜
日
午
後

　

7
時
3
0
分
～
9
時

会
場
有
終
会
館

定
員
先
着
3
0
人

受
講
料
3
0
0
0
円

講
師
嶋
田
春
子
先
生

申
込
・
問
合
せ
先
市
日
中
友

　

好
協
会
事
務
局
（
豊
6
5
・
5

　

5
2
1
）
ま
で

●
「
お
っ
き
な
人
間
と

　

ち
っ
ち
ゃ
な
人
間
」
公
演

日
時
5
月
2
5
日
⑥
開
場
＝
午

　

後
6
時
4
0
分
開
演
＝
7
時

会
場
有
終
会
館
3
階

入
場
料
4
歳
以
上
1
0
0
0

　

円
劇
団
風
の
子
北
海
道

主
催
大
野
地
域
公
演
実
行
委

　

員
会

●
イ
ト
ヨ
に
関
す
る
ア
ン

　

グ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

日
時
5
月
9
9
一
日
⑨
午
前
8

　

時
～
午
後
6
時

場
所
市
役
所
前
・
リ
ブ
レ
前

　

ほ
か

主
催
大
野
青
年
会
議
所



春
を
告
げ
る
七
間
朝
市
開
き

　
　

「
春
分
の
日
」
の
3
月
9
1
a
日
、
春
を
告
げ
る
「
七
間
朝
市
開
き
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
に
は
組
合
員
の
農
家
の
主
婦
ら
が
出
席
し
、
商
売
繁
盛
な
ど
を

祈
願
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
は
フ
キ
ノ
ト
ウ
や
サ
ト
イ
モ
、

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
を
並
べ
て
、
さ
っ
そ
く
店
開
き
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
新
鮮

な
野
菜
を
買
い
求
め
る
、
大
勢
の
市
民
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

上据地区に

ふれあい会館が完成

　

3
月
2
1
日
、
上
据
ふ
れ
あ
い
会
館

の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
従
来

の
集
会
施
設
は
、
旧
若
生
子
小
学
校

の
校
舎
を
利
用
し
た
も
の
で
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
新
築
さ
れ
た

会
館
は
、
木
造
平
屋
建
て
約
1
5
4

平
方
μ
、
3
5
畳
の
大
会
議
室
と
調
理

実
習
室
、
図
書
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

事
業
費
は
約
2
0
0
0
万
円
。
心
豊

か
で
活
気
あ
る
村
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

料理教室開催
輸入米をおいしく

　

有
終
会
館
で
3
月
2
5
日
、
輸
入
米

料
理
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
主

婦
ら
約
4
0
人
が
参
加
し
、
外
国
産
米

の
知
識
に
つ
い
て
の
講
演
で
は
、
熱

心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
後
お
い
し
い
料
理
の
仕
方
の
調
理

実
習
が
行
わ
れ
、
五
目
チ
ャ
ー
六
ン

や
グ
ラ
タ
ン
ラ
イ
ス
な
ど
4
品
目
に

挑
戦
。
試
食
で
は
「
思
っ
て
い
た
よ

り
お
い
し
い
」
と
、
な
か
な
か
好
評

で
し
た
。

市交通指導員会が

道路標示などを整備

　

市交通指導員会は3月20日、冬期間

に傷んだカーブミラーや道路標示など

を点検しました。会員や大野署員が4

班に分かれて、スクールゾーンを中心

に作業を実施。「止マレ」などの道路

標示を白ペンキで塗り直したり、曲がっ

た標識を修理したりしました。同会は、

子どもたちを交通事故から守ろうと毎

年行っています。

母・父子家庭の子激励

新入学祝い記念品を贈る

　

3月27日、この春小学校に入学する

母子・父子家庭の子供たち13人の激励

会が、市役所で行われました。市長ら

が明るく健やかに育つようにと子供た

ちを激励。また、お父さんお母さんの

これまでの労をねぎらい、入学を祝い

ました。この後、記念品のスポーツウェ

ア・図書券・傘・水筒を一人ひとりに

手渡しました。

S弓（恥包湯

秘書広報課広報広聴係豊66－1111



包遇（恥言湯

大野から事故をなくそう

　

交通安全市民運動

　　

「交通マナー日本一大野」を目指し

て、春の交通安全市民運動が4月6日

から15日まで行われました。初日の6

日には、市長や警察署貝、ミス大野ら

が、ドライバーに安全運転を呼びかけ

るチラシなどを配布。また、清滝神社

で安全祈願祭をした後、市内を2班に

分かれてパレードし、市民に事故防止

を呼びかけました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．I－－41い・lji－｀・ゝ●工lj工9－エslIF”身近な話題をお知ら鶯

〕くだ奏S潟

独居老人宅を

　　

防犯パトロール

　

春の防犯運動期間中（4月10日～16

日）、大野署と大野地区防犯隊連合会

は市内の独り暮らしのお年寄り389

世帯を訪問し、悪徳商法などの犯罪や

交通事故にあわなようパトロールを行

いました。被害にあいやすいお年寄り

に注意を呼びかけようと今年初めて実

施。お年寄りたちも真剣な表情で指導

を受けていました。

豊
作
を
祈
っ
て
「
里
神
楽
」
を
奉
納

　

4
月
9
日
、
蕨
生
の
埴
安
姫
神
社
に
伝
わ
る
伝
統
民
俗
芸
能
「
里
神
楽
」
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
1
5
年
に
、
8
つ
の
氏
神
を
合
祀
し
た
時
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、
豊
作
を
祈
っ
て
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
狗
や
獅
子
、
お
多
福

姫
な
ど
に
ふ
ん
す
る
の
は
地
区
の
青
年
た
ち
で
、
3
月
か
ら
舞
を
特
訓
。
「
里

神
楽
」
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
舞
い
踊
り
、
見
物
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

住み慣れたわが家へ

新堀川のニシキゴイ

　

4
月
1
3
日
、
市
内
の
養
魚
場
で
冬

を
過
ご
し
た
ニ
シ
キ
ゴ
イ
ー
3
0
匹

が
半
年
ぶ
り
に
住
み
慣
れ
た
わ
が
家
、

新
堀
川
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
新
堀

川
を
守
る
会
の
会
員
が
、
川
底
を
き

れ
い
に
清
掃
し
、
放
流
に
備
え
て
い

ま
し
た
。
コ
イ
た
ち
は
、
守
る
会
の

人
や
市
職
貝
の
手
で
次
々
と
川
に
放

た
れ
る
と
、
春
の
訪
れ
を
楽
し
む
か

の
よ
う
に
悠
々
と
泳
い
で
い
ま
し
た
。

ふるさと再発見

奥越自治研セミナー

　

地
域
の
活
性
化
を
市
民
と
自
治
体

の
職
員
が
と
も
に
学
び
研
究
し
よ
う

と
4
月
1
5
日
、
奥
越
自
治
研
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
を

よ
く
知
ろ
う
と
市
内
を
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
。
そ
の
後
、
有
終
会
館
で
講
演
会
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
大
勢
の
市
民
は
、
パ

ネ
ラ
ー
の
語
る
奥
越
の
未
来
や
地
域

お
こ
し
に
つ
い
て
、
熱
心
に
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。



お
知
ら
せ

5月

●
軽
自
動
車
税
の
免
税

　

申
請
は
5
月
2
4
日
ま
で

　

体
の
不
自
由
な
人
が
、
仕
事
や

通
院
な
ど
で
軽
自
動
車
（
二
輪
も

含
む
）
を
使
う
場
合
は
、
軽
自
動

車
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
の
程
度
は
表
の
と
お
り
で

す
が
、
次
の
場
合
は
免
除
さ
れ
ま

せ
ん
。

▼
車
検
証
所
有
者
欄
の
使
用
者
氏

　

名
が
、
該
当
者
本
人
（
1
8
歳
未

　

満
の
場
合
は
生
計
を
同
じ
く
す

　

る
人
の
氏
名
）
に
な
っ
て
い
な

　

い
と
き

▼
す
で
に
、
普
通
自
動
車
税
な
ど

　

の
減
免
を
受
け
て
い
る
と
き

締
切
5
月
2
4
日
収

持
参
品
印
鑑
・
障
害
者
手
帳
・

　

障
害
に
関
す
る
証
明
書
（
精
神

　

障
害
者
）
・
運
転
免
許
証

申
請
・
問
合
せ
先
市
税
務
課
収

　

税
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
2
2
）
ま
で

障害の区分 障害の等級

視覚障害 1級～3級・4級の1

聴覚障害 2級・3級

平衡機能障害 3級

音声機能障害
3級（喉頭摘出による一肖り1機能

障害がある場合に限る）

上肢不自由 1級・2級の1級・2級の2

下肢不自山 1級～6級

体幹機能障害 1級～3級・5級

乳幼児期以前
の非進行性脳

病変による運動機能障害

上肢不自由
1級．2級（1L肢のみに運

動機能障害がある場合を除く）

移動機能 1級～6級

心臓機能障害 1級・3級

腎臓機能障害 1級・3級

呼吸器機能障害 1級・3級

膀胱・小腸・直腸機能障害 1級・3級

療育手帳 （A）

精神障害者 1級

※いずれも身障者本人が運転する場合です。生計同一者が運転する　

場合は、対象となる等級が若干異なります。

●
青
少
年
の

　
　
　

夏
休
み
海
外
研
修

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

今
年
の
夏
休
み
、
中
学
生
と
高
校

生
を
対
象
に
海
外
派
遣
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
事
業
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

日
程
と
定
員
①
ア
メ
リ
カ
（
オ

　

レ
ゴ
ン
州
ユ
ー
ジ
ン
市
）
7
月

　

2
1
日
④
～
8
月
1
5
日
四
・
3
5
人

　

②
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
フ
ェ
ア

　

ヒ
ル
ズ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
7
月

　

2
2
日
②
～
8
月
1
2
日
③
・
3
0
人

　

③
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
シ
ン
ガ
ポ
ー

　

ル
教
育
省
）
8
月
4
日
④
～
8

　

月
2
0
日
①
・
2
0
人
④
イ
ン
ド
ネ

　

シ
ア
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
友

　

好
協
会
）
8
月
4
日
④
～
8
月

　

2
0
日
①
・
1
5
人

経
費
①
2
9
万
円
②
叩
一
万
5
0
0

　

0
円
③
・
④
1
6
万
5
0
0
0
円

活
動
内
容
▼
学
校
体
験
入
学
・

　

共
同
キ
ャ
ン
プ
▼
家
庭
滞
在

応
募
資
格
中
学
2
年
生
～
高
校

　

3
年
生
の
男
女
で
日
本
国
籍
を

　

有
す
る
こ
と

選
考
試
験
5
月
9
9
日
⑨
（
詳
し

　

く
は
協
会
へ
）

締
切
5
月
1
2
日
④
必
着
（
指
定

　

さ
れ
た
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
て
協
会
ま
で
）

申
込
・
問
合
せ
先
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（
〒
1
6
0
新
宿
区

　

西
谷
2
1
1
1
大
村
ビ
ル
3
階
豊

　

0
3
・
3
3
5
9
・
8
4
2
1
）

●
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

4
館
合
同
1
泊
研
修

　

六
呂
師
の
大
自
然
の
中
で
、
初

夏
の
暖
か
さ
を
体
い
っ
ぱ
い
受
け

て
仲
間
と
楽
し
く
遊
ぼ
う
。

日
時
5
月
2
8
日
①
～
2
9
日
⑥

場
所
県
奥
越
青
少
年
の
森

対
象
者
小
学
1
年
生
～
6
年
生

定
員
先
着
1
0
0
人
（
各
児
童

　

セ
ン
タ
ー
2
5
人
）

参
加
費
1
0
0
0
円

受
付
期
間
5
月
6
日
②
～
1
4
日

　

①
申
込
・
問
合
せ
先
最
寄
り
の
児

　

童
セ
ン
タ
ー
ま
で

●
臨
時
運
行
許
可

　
　
　

申
請
手
数
料
改
正

　

5
月
1
日
か
ら
、
臨
時
運
行
許

可
申
請
手
数
料
が
5
2
0
円
か
ら

6
5
0
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

交通
安全

＼
k
≫
≫
f
s

一
ポ
オ
‥
″
卜

違
法
駐
車
は

他
人
の
迷
惑

　

少
し
の
間
だ
か
ら
と
あ
な
た

は
違
法
駐
車
、
迷
惑
駐
車
を
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
一
台
の
車
が

道
路
を
狭
め
交
通
の
流
れ
を
低

下
さ
せ
、
事
故
を
誘
発
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
駐
車
車
両
の
直
前

直
後
か
ら
の
横
断
に
よ
る
歩
行

者
事
故
や
、
夜
間
、
駐
車
車
両

に
気
付
か
ず
衝
突
す
る
事
故
な

ど
危
険
な
環
境
を
つ
く
り
出
し

ま
す
。

　

今
一
度
、
法
定
駐
停
車
禁
止

場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
交
差
点
お
よ
び
そ
の
側
端
か

　

ら
五
μ
以
内
。

①
横
断
歩
道
ま
た
は
自
転
車
横

　

断
帯
お
よ
び
そ
の
前
後
の
側

　

端
か
ら
五
μ
以
内
。

①
道
路
の
曲
が
り
角
か
ら
五
μ

　

以
内
。

④
こ
う
配
の
急
な
坂
道
お
よ
び

　

坂
の
頂
上
付
近
。

④
踏
切
お
よ
び
そ
の
前
後
の
側

　

端
か
ら
十
μ
以
内
。

　

こ
れ
ら
以
外
の
場
所
で
も
、

他
人
に
迷
惑
に
な
る
よ
う
な
駐

車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　

「
思
い
や
り
狭
い
道
路
を

広
く
す
る
」
、
交
通
マ
ナ
ー
日

本
一
大
野
を
目
指
し
て
、
違
法

駐
車
を
し
な
い
よ
う
に
、
日
ご

ろ
か
ら
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

北
陸
電
力
㈱
大
野
電
力
所
交

通
安
全
友
の
会
か
ら
交
通
遺
児

に
1
3
万
4
5
8
0
円
、
社
会
福

祉
に
ユ
ー
コ
ン
㈱
か
ら
5
0
万
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。



●INFORMATION

●
ナ
イ
タ
ー
の
抽
選
は

　
　
　

毎
月
第
3
金
曜
日

　

ナ
イ
タ
ー
照
明
の
あ
る
公
共
施

設
は
、
希
望
者
が
多
い
た
め
毎
月

抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
ナ
イ
タ
ー

を
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

　

会
場
を
使
用
し
た
後
の
ご
み
や

吸
い
が
ら
な
ど
は
、
必
ず
持
ち
帰

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
日
毎
月
第
3
金
曜
日
（
た

　

だ
し
9
月
は
1
9
日
⑧
）
午
後
6

　

時
3
0
分

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
会
議
室

対
象
施
設
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
東

　

西
、
陽
明
中
・
尚
徳
中
・
上
庄

　

中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
体
育

　

課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5

　

3
2
）
ま
で

●
国
民
年
金
保
険
料

　

免
除
申
請
は
5
月
末
日

　

経
済
的
な
理
由
か
ら
、
国
民
年

金
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
は
、
所
得
や
家
族
構
成
、

資
産
の
状
況
（
学
生
は
専
用
の
免

除
基
準
）
な
ど
を
考
慮
し
た
う
え

で
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
を
4
月
か
ら
受

け
た
い
方
は
、
5
月
末
日
ま
で
に

市
役
所
（
学
生
な
ど
が
住
民
票
を

移
し
て
い
る
場
合
は
、
転
出
先
の

市
町
村
役
場
）
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
免
除
申
請
に
は
、
年

金
手
帳
と
印
鑑
（
学
生
は
、
そ
の

年
度
の
在
学
証
明
書
、
親
元
世
帯

の
所
得
証
明
書
も
）
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
年

金
係
（
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
5

5
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
県
政
バ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　

（
若
狭
路
号
）

日
時
5
月
1
2
日
④
午
前
9
時
出

　

発
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所
J
R
越
前
大
野
駅
前

コ
ー
ス
J
R
越
前
大
野
駅
～
原

　

子
カ
セ
ン
タ
ー
～
園
芸
試
験
場

　

～
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
～
敦
賀

　

港
～
J
R
越
前
大
野
駅
（
午
後

　

5
時
着
の
予
定
）

対
象
1
6
歳
以
上
で
団
体
行
動
に

　

支
障
の
な
い
人

参
加
費
無
料

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用

　

具

定
員
先
着
5
2
人

申
込
方
法
一
人
1
枚
の
往
復
は

　

が
き
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

電
話
番
号
・
出
発
日
・
出
発
地

　

を
明
記
の
う
え
、
〒
9
1
0
福

　

井
市
大
手
3
丁
目
1
7
－
1
県
庁

　

広
報
課
県
民
相
談
室
へ

※
初
参
加
者
を
優
先
し
、
参
加
の

　

決
定
は
、
返
信
用
は
が
き
で
。

●
簡
易
裁
判
所
の
民
事
調
停

　

大
野
簡
易
裁
判
所
で
は
、
相
続
・

サ
ラ
金
な
ど
、
民
事
一
般
の
調
停

を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
停
は
、
調

停
委
貝
会
（
民
間
2
人
・
裁
判
官

3
人
）
に
よ
る
話
し
合
い
で
行
わ

れ
、
手
続
き
も
簡
単
で
費
用
も
安

く
、
秘
密
も
守
ら
れ
ま
す
。

　

お
困
り
の
人
は
、
大
野
簡
易
裁

判
所
（
容
6
6
・
2
1
2
0
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
一
日
行
政
相
談

日
時
5
月
2
5
日
⑥
午
後
1
時
～

　

4
時

会
場
有
終
会
館
1
0
6
号
室

相
談
内
容
無
料
。
登
記
・
年
金
・

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
な
ど

●
子
ど
も

　

レ
ワ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

日
時
5
月
9
1
H
日
①
午
後
1
時
～

　

4
時

会
場
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
小
学
生
・
幼
児
（
幼
児
は

　

保
護
者
同
伴
）

内
容
室
内
ゲ
ー
ム
ほ
か

参
加
料
無
料

申
込
5
月
B
日
②
（
当
日
受
付

可
）
ま
で
に
B
＆
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
（
容
6
4
・
1
3
1
1
）
か

土
庄
公
民
館
（
豊
6
4
・
1
2
0

0
）
へ

●
ふ
く
い
雇
用

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

県
内
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

　

「
福
井
会
場
」

日
時
5
月
8
日
面
1
2
時
3
0
分
～

　

1
4
時
3
0
分
（
受
付
1
2
時
か
ら
）

場
所
県
産
業
会
館

　

【
東
京
会
場
】

日
時
5
月
‥
1
1
一
日
⑥
1
1
1
1
一
時
～
1
6
時

　
　

（
受
付
1
0
時
3
0
分
か
ら
）

場
所
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

　

【
名
古
屋
会
場
】

日
時
5
月
1
7
日
⑥
1
3
時
～
1
7
時

　

2
0
分
（
受
付
1
2
時
3
0
分
か
ら
）

場
所
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー

　

「
大
阪
会
場
」

日
時
5
月
2
5
H
④
1
1
1
1
時
～
1
6
時

　
　

（
受
付
1
0
時
3
0
分
か
ら
）

場
所
な
に
わ
会
館

問
合
せ
先
県
商
工
労
働
部
職
業

　

安
定
課
需
給
調
整
係
（
容
0
7

　

7
u
U
・
2
1
・
1
1
1
1
内
線
り
乙

　

7
8
3
）
ま
で

お
座
敷
列
車
一
E
ハ
野
市
民
号

　
　
　
　

西
浦
温
泉
の
旅

　

い
1
1
月
7
日
⑥
～
8
日
囚

　
　
　
　

（
1
泊
2
日
）

　

詳
し
く
は
、
広
報
お
お
の
8

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成
6年度 市政バスの参加者募集

　

市や県が市内に整備した公共施

設を、広く市民に紹介する「市政

バス」が運行されます。

　

秋の里（中島公園）では、市長

を囲んでの語る会も予定していま

す。ふるってご参加ください。

日時5月25日⑥午前8時45分集

　

合

集合場所市役所前駐車場

コース市役所～大野高校～奥越

　

ふれあい公園～春の里～夏の里

　

～秋の里（昼食）～真名川憩い

　

の島～武家屋敷｜日内山家～御清

　

水～義景公園～市役所（午後4

　

時着）

対象団体行動などに支障のない

　

市民

定員先着100人

参加費無料

応募方法はがきに住所・氏名・

　

年齢・電話番号を明記（複数応

　

募も可）

締切5月18日⑥必着

応募・問合せ先市秘書広報課広

　

報広聴係（大野市天神町1－1

　　

酋66・1111内線440）

　

または各公民館へ

その他参加決定は別途通知。昼

　

食は主催者で用意。雨天の場合

　

は雨具持参。

※10月に2回目の市政バスを運行

する予定です。
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⑩
丁
坂
（
よ
う
ろ
ざ
か
）

　

小
学
生
の
こ
ろ
、
遠
足
で
丁
坂
ま
で
歩
い

た
こ
と
が
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。
中
丁
の
集

落
を
過
ぎ
る
と
坂
道
に
な
り
ま
す
が
、
道
路

の
両
側
に
は
杉
木
立
が
並
ん
で
い
ま
す
。
曲

が
り
く
ね
っ
た
道
を
土
が
り
つ
め
る
と
、
視

界
が
広
が
り
眼
下
に
戌
山
（
約
百
八
十
μ
）

を
は
じ
め
、
乾
側
地
区
や
市
街
地
の
北
部
が

一
望
で
き
ま
す
。

　

丁
坂
に
は
随
道
が
あ
り
、
美
山
町
に
入
る

と
す
ぐ
に
野
津
又
随
道
が
あ
り
ま
す
。
坂
を

下
が
る
と
南
野
津
又
の
集
落
が
あ
り
、
土
味

見
小
学
校
の
あ
る
中
手
に
来
ま
す
。
あ
と
小

当
見
・
西
市
布
を
通
っ
て
東
河
原
・
西
河
原

に
至
り
ま
す
が
、
こ
の
道
路
は
最
近
県
道
か

ら
国
道
四
七
六
号
線
に
昇
格
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

才
り
は
ち
I
″
’
‐
j
け

　

土
黒
谷
か
ら
摺
鉢
峠
を
経
て
、
赤
か
ぶ
ら

で
知
ら
れ
て
い
る
河
内
…
神
当
部
を
通
っ
て

中
手
に
出
て
く
る
道
路
は
、
林
道
黒
谷
河
内

線
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
二
つ
の
道
路
は
飯

降
山
（
八
百
八
十
四
μ
）
を
取
り
囲
む
よ
う

な
形
で
走
っ
て
い
ま
す
。

　

丁
坂
は
標
高
が
約
四
百
μ
で
す
が
、
ど
の

道
路
も
峠
を
越
え
て
往
来
す
る
の
が
普
通
で

し
た
。
国
道
一
五
八
号
線
の
花
山
峠
は
、
車

社
会
に
な
っ
た
今
も
交
通
の
難
所
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
福
井
方
面
に

通
勤
す
る
多
く
の
人
に
と
っ
て
新
し
い
道
路

の
早
期
開
通
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

新
丁
坂
ト
ン
ネ
ル
は
平
成
三
年
五
月
に
完
成

し
ま
し
た
。
延
長
五
百
九
十
三
μ
、
幅
九
・

七
五
じ
、
高
さ
四
・
七
μ
で
、
大
野
市
側
の

壁
面
に
は
越
前
大
野
城
、
美
山
町
側
の
壁
面

に
は
足
羽
杉
と
み
や
ま
つ
つ
じ
の
花
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
川

L
で
は
、
大
規
模
な
道
路
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

市民のうごき

4月1日現在 前月比

世帯数 11，306世帯 △20世帯

41，805人 △50人

人目 男 19．966人 △28人

女 21，839人 △22人

3月中の異動
転入 153人 出生 27人

転出 202人 死亡 28人

市内の交通事故状況（年頭からの計）

件数内訳
平成6年　

3月末

平成5年　

3月末
増減

総件数 178件 138件 40件

人
身

事
故

件数 43件 30件 13件

死者 1人 0人 1人

傷者 58人 40人 18人

物損事故 135件 108件 27件

表
紙
の
こ
と
ば

　

当
市
の
大
火
記
念
日
の
4
月

8
日
、
春
季
消
防
総
合
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は
、

消
防
署
員
や
団
員
3
6
6
人
と

消
防
車
両
3
4
台
が
参
加
し
、
午

前
9
時
に
亀
山
公
園
の
サ
イ
レ

ン
を
合
図
に
、
国
時
町
・
東
中

町
で
一
斉
に
放
水
。
こ
の
後
、

市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
て
市
民
に

防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

4
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
。

7
年
ぶ
り
に
広
報
に
戻
つ
て
き

ま
し
た
。
当
時
は
原
稿
も
レ
イ

ア
ウ
ト
も
手
書
き
で
し
た
が
、

今
や
パ
ソ
コ
ン
ー
ワ
ー
プ
ロ
が

主
流
と
な
り
隔
世
の
感
で
す
。

浦
島
太
郎
の
よ
う
な
心
境
で
す

が
、
心
機
一
転
で
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
（
江
波
）

　

一一一一－－－一一－／11見i弓・

　

大
野
仏
教
連
合
会
で

は
例
年
の
ご
と
く
、
今

年
も
五
月
七
日
、
円
徳

寺
を
会
場
に
「
花
ま
つ

り
法
要
」
を
営
む
。
今

年
は
協
賛
事
業
と
し
て

五
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
、
市
産
業
文
化
展
示

館
に
お
い
て
『
畠
中
光
享
日
本
画
展
』
（
釈
尊

と
そ
の
弟
子
た
ち
を
描
く
）
が
開
催
さ
れ
る
▼

日
本
画
家
畠
中
光
享
氏
は
奈
良
県
の
生
ま
れ
で
、

将
来
の
日
本
画
壇
を
背
負
っ
て
い
く
べ
き
注
目

の
新
進
画
家
の
一
人
で
あ
り
、
国
内
外
の
各
種

ヲ
ノ
ク
ー
ル
や
美
術
館
な
ど
の
企
画
展
に
も
活

躍
中
の
一
人
で
あ
る
▼
一
九
七
四
年
、
彼
は
初

め
て
イ
ン
ド
に
渡
っ
て
か
ら
数
十
回
の
渡
印
を

重
ね
、
古
代
イ
ン
ド
美
術
や
イ
ン
ド
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー

ル
絵
画
の
調
査
研
究
を
続
け
て
い
る
。
彼
は
画

家
で
あ
る
か
ら
い
ろ
ん
な
風
物
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
表
現
す
る
が
、
と
く
に
『
仏
伝
』
を
描
く

こ
と
を
自
分
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
。

彼
は
生
ま
れ
が
真
宗
の
末
寺
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
熱
心
な
仏
教
徒
で
も
あ
り
、
「
仏
跡
巡
礼
は

釈
尊
を
身
近
に
体
得
す
る
こ
と
で
実
際
に
そ
の

場
所
に
行
っ
て
み
て
、
初
め
て
二
千
五
百
年
の

時
間
を
超
え
て
仏
陀
の
ぬ
く
も
り
を
現
実
の
も

の
と
し
て
感
じ
る
」
と
、
自
ら
イ
ン
ド
の
聖
地

に
趣
き
、
自
分
の
足
で
立
っ
て
想
を
練
り
『
仏

伝
』
の
制
作
に
入
る
の
だ
そ
う
だ
？
一
九
八
四

年
、
彼
は
同
世
代
の
‐
本
画
家
た
ち
と
美
術
団

体
の
枠
を
超
え
て
の
活
動
お
よ
び
発
表
の
場
と

し
て
「
横
の
会
」
を
結
成
、
毎
年
「
横
の
会
展
」

を
開
催
し
て
国
内
外
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る

？
芸
術
作
品
に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
大
野
の

地
で
、
本
格
的
な
日
本
画
の
大
作
展
で
あ
る
。

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
た
い
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
L
6
6
・
1
1
1
1
）
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